
5 スケジュール管理
ニーズ調査等の工程が適正（実現可能）なスケ
ジュールであるか。

10

6 法令等の理解
国の動向、制度変更を踏まえた提案となっている
か。

10

7 市の特性の理解
市の特色や地域性を把握し、反映した提案となっ
ているか。

10

8 構成力
調査内容の設計について、本市の問題点、課題を
踏まえ、計画策定へと繋がる提案となっているか。

10

9 企画力 提案内容について、創造力・独創性があるか。 10

10 こども・若者の意見聴取

こども・若者の意見を幅広く聴取する具体的な方法
が提案されているか。また聴取した意見を計画策
定や施策立案に繋げていく効果的な方法を示して
いるか。

10

11
技法
（10）

プロポーザルイメージ
説明は分かりやすく、熱意があり、質疑対応は適
切か。

10

100

提案
内容
（60）

計

5

3 担当者の能力、経験等

担当者について「こども計画」、「子ども・若者計
画」、「子ども・子育て支援事業計画」または「子ど
もの貧困対策推進計画」における基礎調査もしくは
計画策定の経験があり、本業務の確実な実施が
期待できるか。

5

4 業務推進・支援の体制 複数名のスタッフが関わる体制であるか。 10

1

基本
情報
（30）

見積価格
提案の内容に対し適正な金額であるか。また、予
算額で対応できる金額であるか。

10

2
本業務（こども計画基礎調査）ま
たはこども計画策定の実績

市町村こども計画の基礎調査または策定業務の
受託実績があるか。

評　価　基　準

番号 区分 評価区分 着眼点 配点


